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種
田
山
頭
火
『
草
木
塔
』
所
収
作
品
と
摩
尼
山
護
国
寺
自
筆
所
蔵
品

山
田
　
吉
郎

橋
本
　
弘
道

序
俳
人
種
田
山
頭
火
は
、
明
治
十
五
年
山
口
県
防
府
市
で
生
ま
れ
た
。
俳
人
と
し
て
独
自
の
文
学
的
生
涯
を
送
っ
た
後
、
昭
和
十
五
年
四

国
松
山
の
一
草
庵
で
逝
去
し
、
遺
骨
が
郷
里
防
府
市
の
摩
尼
山
護
国
寺
裏
の
共
同
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
。
以
来
、
護
国
寺
で
は
種
田
山
頭

火
を
顕
彰
し
、
墓
地
の
整
備
、
文
学
碑
の
建
立
、
山
頭
火
肉
筆
作
品
等
の
蒐
集
・
展
示
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
所
蔵
肉
筆
作
品
に
つ
い
て

は
、
護
国
寺
に
お
い
て
整
理
し
目
録
が
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
所
蔵
品
は
膨
大
な
数
に
の
ぼ
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
そ
の
中
か
ら

短
冊
等
に
記
さ
れ
た
『
草
木
塔
』
所
収
作
品
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
の
比
較
検
討
を
試
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
一
代
一
句

集
と
も
言
わ
れ
る
句
集
『
草
木
塔
』（
昭
和
十
五
年
四
月
二
十
八
日
、
八
雲
書
林
）
は
山
頭
火
の
俳
句
世
界
の
集
大
成
と
見
な
し
う
る
も
の
で
あ

る
が
、
そ
の
厳
選
さ
れ
、
推
敲
を
重
ね
た
俳
句
作
品
と
、
彼
が
折
々
に
記
し
た
肉
筆
作
品
と
の
間
に
は
、
そ
の
表
記
に
お
い
て
若
干
異
な

る
も
の
も
散
見
さ
れ
る
。
そ
の
肉
筆
作
品
の
来
歴
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
難
し
い
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
そ
の
前
段
階
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と
し
て
両
者
の
表
記
の
比
較
検
討
に
重
点
を
置
き
、
俳
人
種
田
山
頭
火
の
創
作
意
識
に
つ
い
て
探
究
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
護
国
寺
よ
り
前
記
所
蔵
目
録
の
閲
覧
と
利
用
の
便
宜
を
与
え
ら
れ
、
さ
ら
に
種
々
ご
教
示
を
い
た
だ
い

た
こ
と
を
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。
そ
の
所
蔵
目
録
と
ご
教
示
に
基
づ
き
、
山
頭
火
作
品
の
分
析
と
検
討
を
行
っ
た
。
な
お
、
本
稿
で
は
、

序
、
第
一
章
、
三
章
、
四
章
、
結
を
山
田
吉
郎
が
執
筆
し
、
護
国
寺
と
種
田
山
頭
火
の
関
連
を
論
じ
た
第
二
章
を
護
国
寺
橋
本
隆
道
住
職

の
親
族
で
あ
る
橋
本
弘
道
が
執
筆
し
た
。
そ
の
上
で
本
稿
全
体
の
論
述
を
山
田
・
橋
本
両
者
で
検
討
し
、
修
正
を
加
え
た
。

一
、
種
田
山
頭
火
『
草
木
塔
』
に
つ
い
て

種
田
山
頭
火
句
集
『
草
木
塔
』
は
、
先
述
の
よ
う
に
昭
和
十
五
年
四
月
二
十
八
日
、
八
雲
書
林
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
句
集
の
成
立

に
つ
い
て
、
実
際
に
山
頭
火
と
と
も
に
編
集
に
加
わ
っ
た
大
山
澄
太
は
、『
定
本
山
頭
火
全
集
』（
全
七
巻
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
二
十
五
日
〜

昭
和
四
十
八
年
六
月
二
十
五
日
、
春
陽
堂
書
店
）
の
第
一
巻
「
解
説
」
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

『
草
木
塔
』
は
山
頭
火
一
代
一
冊
の
自
選
句
集
で
あ
る
。
山
頭
火
と
私
と
二
人
で
編
集
し
、
斎
藤
清
衛
先
生
の
お
世
話
で
、
昭
和

十
五
年
四
月
二
十
八
日
東
京
の
八
雲
書
林
か
ら
公
刊
し
て
も
ら
っ
た
。
店
主
鎌
田
敬
止
氏
は
よ
き
歌
人
で
も
あ
り
、
ま
こ
と
に
行
届

い
た
神
経
と
感
覚
の
持
主
で
、
活
字
・
用
紙
・
製
本
・
箱
・
装
幀
す
べ
て
私
た
ち
の
希
望
し
た
以
上
の
、
戦
争
中
と
し
て
清
雅
に
し

て
堂
々
た
る
句
集
と
し
て
七
〇
〇
部
発
行
さ
れ
た
。
校
正
は
山
頭
火
自
身
が
当
っ
た
。
彼
は
飄
々
乎
と
し
て
い
る
よ
う
で
、
活
字
の

誤
植
や
組
み
方
等
を
非
常
に
気
に
す
る
の
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
一
頁
に
三
句
、
総
句
数
は
七
〇
一
句
で
あ
る
。
そ
れ
は
大
正
十
四
年

か
ら
昭
和
十
四
年
九
月
ま
で
、
十
五
年
間
に
作
っ
た
約
九
千
句
の
中
か
ら
、
厳
し
く
自
選
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
草
木
塔
』
は
ま
さ
に
俳
人
種
田
山
頭
火
が
高
い
完
成
度
を
志
向
し
到
達
し
た
集
大
成
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
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そ
の
背
景
に
は
右
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
約
九
千
句
の
山
頭
火
作
品
が
横
た
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、
大
山
澄
太
は
前
掲

の
「
解
説
」
に
お
い
て
、
具
体
的
に
は
七
冊
の
小
句
集
か
ら
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
第
一
句
集

『
鉢
の
子
』（
昭
和
七
年
六
月
二
十
日
）
、
第
二
句
集
『
草
木
塔
』（
昭
和
八
年
十
一
月
二
十
八
日
）
、
第
三
句
集
『
山
行
水
行
』（
昭
和
十
年
二
月
二
十

八
日
）
、
第
四
句
集
『
雑
草
風
景
』（
昭
和
十
一
年
二
月
二
十
一
日
）
、
第
五
句
集
『
柿
の
葉
』（
昭
和
十
二
年
八
月
五
日
）
、
第
六
句
集
『
孤
寒
』

（
昭
和
十
四
年
一
月
二
十
五
日
）
、
第
七
句
集
『
鴉
』（
昭
和
十
五
年
七
月
二
十
五
日
）
で
あ
る
。
な
お
大
山
は
、
第
三
句
集
『
山
行
水
行
』
に
つ

い
て
は
「
八
雲
書
林
の
『
草
木
塔
』
に
は
の
せ
て
い
な
い
」
と
記
し
、
第
七
句
集
『
鴉
』
に
つ
い
て
は
「
二
月
に
原
稿
を
渡
し
た
の
が
、

や
っ
と
七
月
に
出
来
た
。
既
に
八
雲
書
林
『
草
木
塔
』
が
出
た
あ
と
で
も
あ
り
、
こ
れ
だ
け
は
二
〇
〇
部
と
し
た
。」
と
出
版
事
情
を
記
し

て
い
る
。

さ
て
、『
草
木
塔
』
は
、
以
上
の
制
作
の
背
景
か
ら
も
俳
人
種
田
山
頭
火
の
集
大
成
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
収
録
作
品
は
こ
の

俳
人
の
精
髄
を
示
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
こ
の
句
集
の
構
成
を
概
観
し
よ
う
。『
草
木
塔
』
は
、
全
体
が
十
一
の
題
を
付
け

て
分
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
鉢
の
子
」
九
十
一
句
、「
其
中
一
人
」
四
十
七
句
、「
行
乞
途
上
」
四
十
一
句
、「
山
行
水
行
」
一
〇

三
句
、「
旅
か
ら
旅
へ
」
三
十
八
句
、「
雑
草
風
景
」
七
十
二
句
、「
柿
の
葉
」
一
一
九
句
、「
銃
後
」
二
十
五
句
、「
孤
寒
」
五
十
七
句
、

「
旅
心
」
三
十
六
句
、「
鴉
」
七
十
二
句
で
あ
る
。
な
お
、「
行
乞
途
上
」「
旅
か
ら
旅
へ
」「
雑
草
風
景
」「
柿
の
葉
」「
旅
心
」
の
末
尾
に
そ

れ
ぞ
れ
随
筆
風
の
短
文
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
草
木
塔
』
に
は
、
す
で
に
世
に
知
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
「
分

け
入
つ
て
も
分
け
入
つ
て
も
青
い
山
」「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
わ
た
し
が
歩
い
て
ゐ
る
」「
う
し
ろ
す
が
た
の
し
ぐ
れ
て
ゆ
く
か
」
な
ど
の

作
品
も
含
ま
れ
て
い
る
。 

今
こ
こ
で
『
草
木
塔
』
に
つ
い
て
詳
し
く
論
ず
る
余
裕
は
な
い
が
、
と
り
あ
え
ず
そ
の
句
風
の
特
色
を
い
く
つ

か
の
作
品
を
引
き
つ
つ
概
観
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　
　

大
正
十
五
年
四
月
、
解
く
す
べ
も
な
い
惑
ひ
を
脊
負
う
て
、
行
乞
流
転
の
旅
に
出
た
。
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分
け
入
つ
て
も
分
け
入
つ
て
も
青
い
山

ど
う
し
よ
う
も
な
い
わ
た
し
が
歩
い
て
ゐ
る

　
　

自
嘲

う
し
ろ
す
が
た
の
し
ぐ
れ
て
ゆ
く
か

鉄
鉢
の
中
へ
も
霰 

（
以
上
「
鉢
の
子
」）

こ
こ
ろ
す
な
ほ
に
御
飯
が
ふ
い
た

て
ふ
て
ふ
う
ら
か
ら
お
も
て
へ
ひ
ら
ひ
ら 

（
以
上
「
其
中
一
人
」）

う
ご
い
て
み
の
む
し
だ
つ
た
よ

春
風
の
鉢
の
子
一
つ 

（
以
上
「
行
乞
途
上
」）

月
夜
、
あ
る
だ
け
の
米
を
と
ぐ

食
べ
る
物
は
あ
つ
て
酔
ふ
物
も
あ
つ
て
雑
草
の
雨　
　
（
以
上
「
山
行
水
行
」）

木
の
葉
ふ
る
ふ
る
鉢
の
子
へ
も

　
　

名
古
屋
同
人
に

も
う
逢
へ
ま
す
ま
い
木
の
芽
の
く
も
り 

（
以
上
「
旅
か
ら
旅
へ
」）

あ
る
が
ま
ま
雑
草
と
し
て
芽
を
ふ
く

空
へ
若
竹
の
な
や
み
な
し

青
葉
の
奥
へ
な
ほ
径
が
あ
つ
て
墓 

（
以
上
「
雑
草
風
景
」）

　
　

信
濃
路

あ
る
け
ば
か
つ
こ
う
い
そ
げ
ば
か
つ
こ
う
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永
平
寺
三
句　
（
二
句
目
）

て
ふ
て
ふ
ひ
ら
ひ
ら
い
ら
か
を
こ
え
た 

（
以
上
「
柿
の
葉
」）

　
　

遺
骨
を
迎
ふ

し
ぐ
れ
つ
つ
し
づ
か
に
も
六
百
五
十
柱

凩
の
日
の
丸
二
つ
二
人
も
出
し
て
ゐ
る 

（
以
上
「
銃
後
」）

と
ん
か
ら
と
ん
か
ら
何
織
る
う
ら
ら
か

　
　

母
の
四
十
七
回
忌

う
ど
ん
供
へ
て
、
母
よ
、
わ
た
く
し
も
い
た
だ
き
ま
す
る　
　
（
以
上
「
孤
寒
」）

葦
の
穂
風
の
行
き
た
い
方
へ
行
く

ど
こ
で
も
死
ね
る
か
ら
だ
で
春
風 

（
以
上
「
旅
心
」）

へ
そ
が
汗
た
め
て
ゐ
る

　
　

九
月
、
四
国
巡
礼
の
旅
へ

鴉
と
ん
で
ゆ
く
水
を
わ
た
ら
う 
（
以
上
「
鴉
」）

以
上
、
山
頭
火
句
集
『
草
木
塔
』
の
作
品
の
一
部
を
取
り
上
げ
た
が
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
彼
の
句
風
は
、
一
所
不
住
、

漂
泊
の
境
涯
を
詠
み
つ
づ
け
た
も
の
と
言
え
る
。
現
世
を
離
れ
て
僧
形
と
な
り
、
俳
句
と
酒
に
の
み
執
す
る
か
の
ご
と
く
、
独
居
漂
泊
の

日
々
を
送
っ
て
ゆ
く
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
独
自
の
俳
句
へ
の
探
究
は
追
随
を
許
さ
ず
、
有
季
定
型
の
枠
か
ら
大
胆
に
踏
み
出
し
た
独

特
の
自
由
律
俳
句
の
世
界
を
造
り
上
げ
て
ゆ
く
。『
草
木
塔
』
に
収
録
さ
れ
た
随
筆
風
の
文
章
や
、
先
に
引
い
た
『
定
本
山
頭
火
全
集
』
の

大
山
澄
太
の
「
解
説
」
に
も
う
か
が
わ
れ
た
が
、
山
頭
火
の
自
作
へ
の
執
着
、
改
稿
、
選
句
の
厳
し
さ
は
注
目
に
値
す
る
。
そ
し
て
、
自
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作
の
推
敲
は
、
自
作
を
短
冊
等
に
記
す
際
に
も
な
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
本
稿
で
護
国
寺
収
蔵
の
肉
筆
類
と
『
草
木
塔
』
所
収
作
品
を

比
較
し
よ
う
と
試
み
る
の
も
、
そ
う
し
た
事
情
を
考
慮
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
山
頭
火
の
自
由
律
俳
句
に
は
独
特
の
表

現
上
の
工
夫
が
な
さ
れ
、
そ
の
省
略
や
、
語
法
上
の
工
夫
に
は
俳
人
山
頭
火
の
世
界
な
ら
で
は
の
要
素
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の

工
夫
、
配
慮
の
あ
り
方
に
つ
い
て
こ
こ
で
詳
述
す
る
こ
と
は
控
え
る
が
、
以
下
具
体
的
に
肉
筆
類
と
『
草
木
塔
』
所
収
句
を
比
較
す
る
中

で
そ
の
点
に
言
及
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

二
、
護
国
寺
と
種
田
山
頭
火
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て

こ
こ
で
は
、
護
国
寺
と
種
田
山
頭
火
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
。

種
田
山
頭
火
は
、
現
在
の
山
口
県
防
府
市
の
出
身
で
あ
る
。
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
十
月
十
一
日
に
四
国
、
松
山
で
没
し
て
い
る
。

そ
の
際
、
遺
骨
は
息
子
の
健
（
長
男
）
が
、
故
郷
の
防
府
に
持
ち
帰
り
、
石
古
祖
（
い
し
ご
そ
・
現
防
府
市
八
王
子
）
の
共
同
墓
地
に
あ
っ
た

種
田
家
の
墓
地
に
埋
葬
し
て
い
る
（
種
田
家
の
菩
提
寺
は
浄
土
真
宗
明
覚
寺
）
。
こ
の
共
同
墓
地
は
、
昭
和
二
十
三
（
一
九
四
八
）
年
に
道
路
拡

張
の
た
め
、
中
河
原
（
な
か
が
わ
ら
・
現
防
府
市
本
橋
町
）
の
護
国
寺
西
隣
の
市
営
墓
地
に
母
フ
サ
や
一
族
の
墓
と
と
も
に
移
転
し
て
い
る
。

当
時
は
、
木
札
に
戒
名
を
書
い
た
も
の
だ
け
だ
っ
た
が
、
昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）
年
十
月
十
一
日
、
山
頭
火
を
慕
う
村
田
桃
源
洞
、

柳
星
甫
を
中
心
に
、
長
島
宏
武
、
倉
重
鈴
夢
、
又
田
竹
栖
等
が
、
そ
の
二
年
前
に
戎
ヶ
森
に
建
立
し
た
句
碑
の
残
余
金
に
よ
り
、
昭
和
三

十
一
年
の
十
七
回
忌
の
際
に
墓
石
を
建
立
し
て
い
る
。
昭
和
四
十
一
（
一
九
六
六
）
年
に
、
健
が
、
熊
本
市
の
安
国
禅
寺
（
曹
洞
宗
）
に
種

田
家
の
墓
を
移
し
た
が
、
そ
の
際
、
遺
骨
の
半
分
を
こ
の
場
所
に
も
残
し
て
い
る
。
そ
の
時
の
経
緯
に
つ
い
て
、
町
田
シ
ズ
（
山
頭
火
実

妹
）
が
、
昭
和
四
十
二
（
一
九
六
七
）
年
十
二
月
に
発
行
さ
れ
た
、
山
口
農
業
高
校
文
芸
誌
の
取
材
に
際
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

〇
防
府
市
の
新
橋
の
所
へ
墓
地
が
あ
り
、
そ
こ
へ
み
な
さ
ん
が
あ
れ
の
墓
を
建
て
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
こ）

1
（

こ
に
お
り
ま
す
か
ら
世
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話
を
し
て
あ
げ
る
か
ら
言
う
て
お
り
ま
し
た
が
、
あ
れ
の
息
子
（
現
在
五
十
六
才
位
）
が
熊
本
に
い
る
の
で
、
熊
本
に
移
転
さ
し
ょ
う

と
言
う
て
ま
し
た
が
、
あ
れ
の
墓
の
近
く
の
お
寺
さ
ん
（
防
府
市
右）

2
（

田
護
国
寺
）
が
、
人
の
お
参
り
が
時
々
あ
る
か
ら
全
部
を
移
さ
ん

方
が
え
え
い
う
て
、
骨
は
半
分
残
り
、
あ
と
半
分
は
熊
本
の
息
子
の
と
こ
ろ
へ
あ
り
ま
す
。（
熊
本
の
新
し
い
お
墓
の
写
真
に
は
昭
和
三

十
六
年
建
立
と
書
い
て
あ
っ
た
。）

そ
の
後
、
山
頭
火
の
名
が
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
、
市
営
墓
地
の
奥
に
あ
っ
た
た
め
か
、
探
し
あ
ぐ
ね
た
フ
ァ
ン
よ
り
、

昭
和
二
十
三
（
一
九
四
八
）
年
の
移
転
当
時
か
ら
管
理
、
供
養
を
続
け
て
き
た
護
国
寺
に
問
い
合
わ
せ
が
あ
い
つ
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ

で
、
護
国
寺
で
は
、
山
頭
火
の
長
男
で
あ
る
健
氏
に
護
国
寺
境
内
で
管
理
等
を
し
た
い
旨
を
申
し
出
て
了
承
を
得
た
上
で
、
護
国
寺
の
橋

本
隆
哉
住
職
（
当
時
）
が
私
費
を
投
じ
る
な
ど
し
、
墓
所
を
市
営
墓
地
か
ら
護
国
寺
境
内
に
移
し
て
い
る
。
当
時
の
地
方
紙
『
防
府
日
報
・

昭
和
五
十
七
年
七
月
八
日
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

4
日
、
本
橋
護
国
寺
で
漂
泊
の
俳
聖
種
田
山
頭
火
の
墓
石
移
転
式
が
、
山
頭
火
研
究
会
（
富
永
鳩
山
会
長
）
の
主
催
に
よ
り
厳
し
ゅ

く
に
と
り
お
こ
な
わ
れ
た
。（
中
略
）
移
転
式
は
又
田
氏
や
山
頭
火
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
、
墓
石
を
つ
く
っ
た
石
工
山
根
武
氏
等
が
参

列
、
橋
本
住
職
の
法
要
、
焼
香
の
後
、
大
好
き
だ
っ
た
酒
を
全
員
で
墓
に
た
っ
ぷ
り
献
酒
、
本
堂
で
山
頭
火
に
つ
い
て
語
り
あ
っ
た
。

生
前
と
同
様
、
死
後
も
転
々
移
り
変
わ
っ
た
墓
も
、
よ
う
や
く
場
所
を
得
た
と
関
係
者
は
喜
ん
で
い
る
。
当
日
橋
本
住
職
か
ら
同

時
に
山
頭
火
ゆ
か
り
の
品
や
遺
墨
を
集
め
た
陳
列
館
を
設
置
の
意
向
が
発
表
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
翌
年
の
『
読
売
新
聞
・
昭
和
五
十
八
年
十
月
三
十
一
日
』
に
は
、「
父
・
山
頭
火
21
年
ぶ
り
の
墓
参
」
と
い
う
見
出
し
で
、
次

の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
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防
府
市
出
身
の
漂
泊
の
俳
人
、
種
田
山
頭
火
（
一
八
八
二
―
一
九
四
〇
）
の
長
男
で
熊
本
県
菊
池
郡
合
志
町
在
住
の
種
田
健
さ
ん

（
七
三
）
が
三
十
一
日
、
二
十
一
年
ぶ
り
に
防
府
市
本
橋
、
護
国
寺
に
あ
る
父
の
墓
へ
参
っ
た
。

熊
本
県
立
図
書
館
が
別
館
に
徳
富
蘇
峰
、
蘆
花
兄
弟
ら
と
と
も
に
山
頭
火
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
資
料
収
集
の

た
め
三
十
日
か
ら
二
泊
三
日
で
山
口
市
湯
田
温
泉
に
滞
在
し
て
い
る
。
同
行
し
た
健
さ
ん
の
長
女
、
美
奈
子
さ
ん
（
四
五
）（
宮
崎
県
・

川
南
町
、
国
立
療
養
所
宮
崎
病
院
勤
務
）
と
三
十
一
日
朝
、
原
田
孝
三
防
府
市
長
を
市
長
室
に
訪
ね
た
あ
と
、
護
国
寺
へ
。
昨
年
五
月
、

隣
接
す
る
市
営
墓
地
か
ら
護
国
寺
境
内
に
移
っ
た
墓
の
前
で
手
を
合
わ
せ
、
墓
石
の
上
か
ら
酒
を
そ
そ
い
だ
。
さ
ら
に
山
頭
火
の
母

フ
サ
ら
が
眠
る
市
営
墓
地
へ
参
っ
た
。

大
正
五
年
、
家
業
の
酒
造
業
が
倒
産
し
、
山
頭
火
は
妻
サ
キ
ノ
、
長
男
の
健
さ
ん
を
連
れ
て
熊
本
へ
夜
逃
げ
同
然
で
旅
立
っ
た
。

こ
の
時
、
健
さ
ん
は
六
歳
。
山
頭
火
は
以
後
十
年
間
、
熊
本
で
暮
ら
す
。
父
祖
の
地
で
健
さ
ん
は
淡
々
と
思
い
出
を
語
っ
た
。「
山

頭
火
は
孤
独
に
絶
え
き
ら
ん
の
で
し
ょ
う
ね
。
あ
た
し
ゃ
、
い
ま
一
人
で
お
る
ん
で
す
か
ら
ね
え
。
山
頭
火
的
生
き
方
し
て
な
い
か

ら
、
好
き
な
句
と
い
う
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
結
婚
し
た
と
き
『
男
べ
し　

女
（
お
み
な
）
べ
し　

咲
き
そ
ろ
う
べ
し
』、
美
奈
子
が
生

ま
れ
た
と
き
『
こ
の
ひ
げ
を　

ひ
っ
ぱ
ら
せ
た
い　

お
て
て
が
あ
る
』
と
い
う
句
を
く
れ
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
人
に
迷
惑
を
か
け
て

お
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
私
も
随
分
、
送
金
し
ま
し
た
が
、
い
ま
は
感
情
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
」。
山
頭
火
に
よ
く
似
た
顔
の
美
奈

子
さ
ん
が
「（
父
が
）
酒
飲
む
の
は
山
頭
火
と
一
緒
で
す
ね
」。
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
焼
香
し
た
。

記
事
に
は
、「
さ
ら
に
山
頭
火
の
母
フ
サ
ら
が
眠
る
市
営
墓
地
へ
参
っ
た
。」
と
あ
る
が
、
現
在
、
母
フ
サ
の
墓
は
山
頭
火
の
墓
の
横
に

移
さ
れ
て
い
る
。
護
国
寺
、
橋
本
隆
道
住
職
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
母
フ
サ
の
墓
は
、
山
頭
火
の
墓
、
遺
骨
と
同
時
期
に
市
営
墓
地
か
ら

護
国
寺
境
内
に
移
し
た
た
め
、
そ
の
記
述
の
部
分
は
間
違
い
で
あ
る
と
の
返
答
（
令
和
二
年
十
月
二
十
七
日
）
を
得
て
い
る
。
記
事
に
は
、
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健
、
美
奈
子
親
子
が
墓
参
し
て
い
る
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
二
人
が
墓
参
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、

こ
の
記
事
の
「
さ
ら
に
山
頭
火
の
母
フ
サ
ら
が
眠
る
市
営
墓
地
へ
参
っ
た
。」
と
い
う
記
述
に
つ
い
て
は
、
間
違
い
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

以
上
の
経
緯
に
よ
り
、
現
在
、
山
頭
火
の
墓
は
護
国
寺
境
内
に
遺
骨
と
共
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
も
と
も
と
護
国
寺
は
、
種

田
家
の
菩
提
寺
で
は
な
い
。
で
は
、
な
ぜ
、
現
在
、
多
く
の
山
頭
火
肉
筆
の
作
品
が
護
国
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の

経
緯
を
、
橋
本
隆
道
住
職
に
問
う
こ
と
に
し
た
（
令
和
二
年
十
一
月
）
。
橋
本
住
職
は
、
以
前
、
春）

3
（

陽
堂
書
店
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け

た
際
に
話
し
た
こ
と
と
同
じ
よ
う
な
内
容
に
な
る
が
と
前
置
き
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

は
じ
め
は
、
先
代
（
護
国
寺
第
二
十
代
）
の
隆
哉
が
や
っ
て
き
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
だ
と
い
う
感
じ
で
す
。
も
と
も
と
種

田
家
の
墓
は
こ
の
近
く
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
国
道
２
号
線
を
広
げ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
と
き
に
、
護
国
寺
の
西
側
に
あ
る
市
営

墓
地
に
移
転
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
際
、
当
時
、
護
国
寺
本
堂
前
、
参
道
横
、
西
側
に
あ
っ
た
観
音
堂
で
一
時
的
に
山
頭
火
の
遺
骨

を
預
か
り
、
市
営
墓
地
の
墓
に
戻
し
た
の
が
先
代
で
す
。
当
時
は
墓
標
も
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
、
十
七
回
忌
の
法
要
の
際

に
、
お
墓
が
な
い
か
ら
作
っ
て
あ
げ
よ
う
と
い
う
こ
と
で
墓
標
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
に
亡
く
な
っ
て
昭
和

三
十
一
（
一
九
五
三
）
年
の
十
七
回
忌
の
法
要
の
際
に
、
兼
崎
地
橙
孫
（
句
友
）
の
揮
毫
に
よ
っ
て
、「
俳
人
種
田
山
頭
火
之
墓
」
が
建

立
さ
れ
ま
し
た
。
位
牌
も
先
代
が
作
り
ま
し
た
。
私
は
、
そ
の
頃
、
ま
だ
、
高
校
生
で
し
た
の
で
、
山
頭
火
に
は
関
心
を
持
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
毎
年
、
十
月
十
一
日
の
命
日
に
な
る
と
、
そ
の
位
牌
を
出
し
て
、
何
人
か
で
供
養
し
て
い
た
の
は
記
憶
し

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
市
営
墓
地
の
山
頭
火
の
墓
に
訪
れ
る
人
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
き
、
そ
の
う
ち
、
永
六
輔
さ
ん
や
水
上
勉
さ

ん
、
瀬
戸
内
寂
聴
さ
ん
な
ど
の
著
名
な
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
人
が
市
営
墓
地
に
あ
る
お
墓
を
訪
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
護
国
寺
の
境
内
を
整
備
す
る
際
に
、
先
代
が
山
頭
火
の
お
墓
も
面
倒
を
見
て
あ
げ
よ
う
と
言
い
出
し
ま
し

た
。
当
時
、
護
国
寺
が
、
市
営
墓
地
の
管
理
を
委
託
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
市
営
墓
地
ま
で
行
っ
て
手
入
れ
を
す
る
よ
り
、
寺
内
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で
あ
れ
ば
管
理
も
行
き
届
く
し
、
山
頭
火
の
墓
と
母
親
の
墓
も
、
そ
の
ま
ま
一
緒
に
お
世
話
が
で
き
る
と
考
え
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、

山
頭
火
の
後
援
者
で
あ
っ
た
俳
人
の
大
山
澄
太
先
生
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
で
は
、
山
頭
火
の
長
男
の
健
さ
ん
と
の
仲
を
取
り

持
ち
ま
し
ょ
う
と
仰
っ
て
い
た
だ
き
、
健
さ
ん
に
許
可
を
も
ら
う
た
め
に
手
紙
を
出
し
ま
し
た
。
健
さ
ん
を
始
め
、
関
係
者
に
了
承

を
得
て
、
墓
を
移
し
た
の
が
、
昭
和
五
十
七
年
で
す
。
次
の
年
に
は
健
さ
ん
と
、
健
さ
ん
の
娘
さ
ん
の
美
奈
子
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ

っ
て
、
護
国
寺
境
内
に
移
し
た
墓
に
お
参
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
お
骨
は
、
半
分
は
熊
本
の
種
田
家
の
墓
へ
、
半
分
は
こ
の
墓
に
埋

葬
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
代
は
、
そ
の
よ
う
な
経
緯
も
あ
り
、
山
頭
火
の
資
料
を
少
し
ず
つ
集
め
て
い
た
よ
う
で
す
。
先
代
が
収
集
し

て
い
た
山
頭
火
の
資
料
は
、
数
十
点
ほ
ど
で
し
た
。

現
在
の
護
国
寺
の
山
頭
火
に
関
係
す
る
資
料
の
大
半
は
、
私
が
国
語
科
の
教
員
を
し
て
い
る
頃
に
収
集
し
た
も
の
で
す
。
多
々
良

学
園
高
等
学
校
で
、
副
学
監
や
学
監
を
務
め
て
い
た
時
期
に
、
高
校
の
理
事
会
が
、
東
京
の
芝
公
園
に
あ
る
曹
洞
宗
宗
務
庁
で
行
わ

れ
て
い
た
た
め
、
そ
の
折
り
に
神
田
、
神
保
町
あ
た
り
の
古
本
屋
に
よ
く
出
か
け
ま
し
た
。
山
頭
火
は
、「
層
雲
」
と
い
う
俳
句
結
社

に
名
を
連
ね
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
資
料
が
、
古
本
屋
に
は
束
に
な
っ
て
置
い
て
あ
り
、
そ
の
一
部
を
持
っ
て
い
っ
て
い
い
と
言
わ

れ
て
頂
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
山
頭
火
は
そ
れ
ほ
ど
有
名
で
は
な
く
、
作
品
や
資
料
は
、
値
段
が
高
く
な
い
時
期
で

し
た
の
で
、
ご
寄
贈
頂
い
た
も
の
も
含
め
て
、
少
し
ず
つ
集
め
ま
し
た
。
山
頭
火
が
書
い
た
作
品
は
、
愛
媛
県
の
松
山
か
ら
出
て
き

た
も
の
が
多
い
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。
反
対
に
山
口
県
か
ら
出
て
き
た
作
品
は
少
な
い
で
す
ね
。
山
口
市
や
小
郡
に
も
長
く
滞

在
し
て
い
ま
し
た
が
、
調
べ
始
め
た
と
き
に
は
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
防
府
市
で
展
覧
会
を
開
く
た

め
に
探
し
て
み
た
ら
四
点
く
ら
い
し
か
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
、
護
国
寺
に
所
蔵
し
て
あ
る
も
の
は
、
短
冊
が
ほ
と
ん
ど

で
す
が
、
当
時
の
短
冊
に
は
特
徴
が
あ
る
の
で
偽
物
を
作
る
の
は
難
し
い
と
考
え
て
、
短
冊
を
中
心
に
集
め
た
た
め
で
す
。

護
国
寺
の
境
内
に
は
山
頭
火
の
句
碑
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
、「
お
た
た
も
或
日
は
来
て
く
れ
る
山
の
秋
ふ
か
く
」
と
い
う
山
頭

火
の
句
の
原
本
を
、
松
山
の
句
友
で
あ
っ
た
高
橋
一
洵
さ
ん
の
息
子
さ
ん
が
、
山
頭
火
研
究
会
に
寄
贈
し
て
下
さ
っ
た
の
が
き
っ
か
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け
で
す
。
山
頭
火
研
究
会
は
、
昭
和
五
十
四
年
、
私
が
三
十
代
の
後
半
の
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
防
府
市
で
四
人
の
仲
間
と
作

り
ま
し
た
。（
後
に
平
成
五
年
山
頭
火
ふ
る
さ
と
会
と
し
て
会
員
を
募
っ
て
い
る
）
そ
の
時
に
、
最
初
に
そ
の
句
を
句
碑
に
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
肉
筆
が
手
に
入
っ
た
ら
全
部
句
碑
に
す
る
と
研
究
会
の
み
ん
な
に
約
束
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
意
外
と
次
々
に
手

に
入
っ
た
た
め
、
こ
れ
で
は
境
内
が
句
碑
に
埋
ま
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
十
三
基
建
て
た
と
こ
ろ
で
や
め
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

収
集
し
た
資
料
は
、
私
が
個
人
的
に
集
め
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
今
は
、
宗
教
法
人
と
し
て
の
護
国
寺
に
寄
贈
し
て
あ
り
、

小
学
校
な
ど
に
貸
し
出
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
山
頭
火
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
資
料
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

以
上
が
、
護
国
寺
と
、
山
頭
火
お
よ
び
山
頭
火
に
関
す
る
所
蔵
品
と
の
か
か
わ
り
の
経
緯
で
あ
る
。

三
、
護
国
寺
所
蔵
品
と
『
草
木
塔
』
所
収
作
品

護
国
寺
所
蔵
品
に
つ
い
て
は
、
現
在
護
国
寺
に
お
い
て
整
理
さ
れ
た
目
録
が
あ
り
、
本
稿
で
は
そ
の
閲
覧
の
機
会
を
得
て
、『
草
木
塔
』

所
収
作
品
と
の
関
連
性
を
考
察
す
る
。

さ
て
、
短
冊
・
屛
風
そ
の
他
、
山
頭
火
の
俳
句
が
記
さ
れ
て
い
る
数
多
く
の
所
蔵
品
の
中
で
、『
草
木
塔
』
所
収
の
句
が
記
さ
れ
た
も
の

を
、
以
下
抜
き
出
す
こ
と
に
す
る
。『
草
木
塔
』
の
テ
キ
ス
ト
は
『
定
本
山
頭
火
全
集
』（
春
陽
堂
書
店
）
第
一
巻
に
よ
る
。
な
お
、
肉
筆
類

に
見
ら
れ
る
踊
字
、
変
体
仮
名
、
濁
点
の
省
略
等
に
つ
い
て
は
異
同
と
し
て
は
取
り
上
げ
な
い
こ
と
と
し
た
。

（
一
）
短
冊
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「
あ
た
た
か
な
れ
ば
木
か
げ
人
か
げ
」

『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
八
〇
頁
）

（
二
）
表
装
短
冊
・
表
装
色
つ
き
紙

「
雨
だ
れ
の
音
も
年
と
つ
た
」

『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
一
六
頁
）

（
三
）
表
装
短
冊

「
雨
ふ
る
ふ
る
さ
と
は
は
だ
し
で
あ
る
く
」

『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
二
二
頁
）

（
四
）
短
冊

「
石
が
あ
れ
ば
草
が
あ
れ
ば
枯
れ
て
ゐ
る
」

『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
四
七
頁
）

（
五
）
短
冊

「
い
つ
も
一
人
で
赤
と
ん
ぼ
」

『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
三
七
頁
）

（
六
）
未
装
銀
紙

「
う
ご
い
て
み
の
む
し
だ
つ
た
よ
」

『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
三
七
頁
）

（
七
）
表
装
短
冊
・
短
冊

「
う
し
ろ
姿
の
し
ぐ
れ
て
ゆ
く
か
」
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『
草
木
塔
』

「
う
し
ろ
す
が
た
の
し
ぐ
れ
て
ゆ
く
か
」（
全
集
一
、
一
八
頁
）

（
八
）
表
装
短
冊

「
生
れ
た
家
は
あ
と
か
た
な
い
ほ
う
た
る
」

『
草
木
塔
』

「
う
ま
れ
た
家
は
あ
と
か
た
も
な
い
ほ
う
た
る
」（
全
集
一
、
一
四
〇
頁
）

（
九
）
表
装
短
冊
・
瓢
簞

「
う
れ
し
い
こ
と
も
か
な
し
い
こ
と
も
草
し
げ
る
」

『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
五
七
頁
）

（
一
〇
）
短
冊

「
炎
天
レ
ー
ル
ま
つ
す
ぐ
」

『
草
木
塔
』

「
炎
天
の
レ
ー
ル
ま
つ
す
ぐ
」（
全
集
一
、
一
五
六
頁
）

（
一
一
）
短
冊

「
落
葉
ふ
か
く
水
く
め
ば
水
の
澄
み
よ
う
」

『
草
木
塔
』

「
落
葉
ふ
か
く
水
汲
め
ば
水
の
澄
み
や
う
」（
全
集
一
、
七
五
頁
）

（
一
二
）
短
冊
・
表
装
短
冊

「
笠
へ
ぽ
つ
と
り
椿
だ
つ
た
」
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『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
二
〇
頁
）

（
一
三
）
表
装
短
冊
・
屛
風
四
曲
・
額
入
り
色
つ
き
紙
・
経
机
・
大
傘

「
笠
も
漏
り
だ
し
た
か
」

『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
一
七
頁
）

（
一
四
）
金
屛
風
六
曲
・
半
襖
欄
間

「
か
す
ん
で
か
さ
な
つ
て
山
が
ふ
る
さ
と
」

『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
三
八
頁
）

（
一
五
）
表
装
短
冊

「
涸
れ
き
つ
た
川
を
わ
た
る
」

『
草
木
塔
』

「
涸
れ
き
つ
た
川
を
渡
る
」（
全
集
一
、
一
〇
頁
）

（
一
六
）
布
表
装
・
金
屛
風
六
曲
・
額
装
（
色
つ
き
紙
）

「
涸
れ
き
つ
た
川
を
渡
る
」

『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
一
〇
頁
）

（
一
七
）
短
冊

「
枯
山
飲
む
ほ
ど
の
水
は
あ
り
て
」

『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
一
二
頁
）

（
一
八
）
色
つ
き
紙
（
久
保
白
船
絵
入
り
）

「
木
の
芽
草
の
芽
あ
る
き
つ
づ
け
る
」
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『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
八
頁
）

（
一
九
）
短
冊

「
草
は
咲
く
が
ま
ま
の
て
ふ
て
ふ
」

『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
一
二
三
頁
）

（
二
〇
）
絹
布
未
装
・
半
襖
欄
間

「
こ
こ
ろ
す
な
ほ
に
御
飯
が
ふ
い
た
」

『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
三
〇
頁
）

（
二
一
）
短
冊
・
屛
風

「
こ
ほ
ろ
ぎ
に
な
か
れ
て
ば
か
り
」

『
草
木
塔
』

「
こ
ほ
ろ
ぎ
に
鳴
か
れ
て
ば
か
り
」（
全
集
一
、
九
頁
）

（
二
二
）
白
衣
・
短
冊

「
法
衣
こ
ん
な
に
や
ぶ
れ
て
草
の
実
」

『
草
木
塔
』

「
法
衣
こ
ん
な
に
や
ぶ
れ
て
草
の
實
」（
全
集
一
、
一
三
頁
）

（
二
三
）
小
屛
風
四
曲

「
霜
夜
の
寝
床
が
ど
こ
か
に
あ
ら
う
」

『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
一
七
頁
）

（
二
四
）
額
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「
死
ん
で
し
ま
へ
ば
雑
草
雨
ふ
る
」

『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
八
六
頁
）

（
二
五
）
短
冊
・
色
紙
・
屛
風
（
扇
面
色
つ
き
紙
）

「
空
へ
若
竹
の
な
や
み
な
し
」

『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
一
二
頁
）

（
二
六
）
短
冊

「
竹
の
よ
ろ
し
さ
は
朝
風
の
し
づ
く
し
つ
つ
」

『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
七
八
頁
）

（
二
七
）
短
冊
・
藁
草
履

「
旅
か
ら
旅
へ
ま
た
一
枚
ぬ
ぎ
す
て
る
」

『
草
木
塔
』

「
ま
た
一
枚
ぬ
ぎ
す
て
る
旅
か
ら
旅
」（
全
集
一
、
九
三
頁
）

（
二
八
）
色
つ
き
紙
（
未
装
）

「
旅
も
い
つ
し
か
お
た
ま
じ
や
く
し
が
泳
い
で
ゐ
る
」

『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
一
五
一
頁
）

（
二
九
）
短
冊

「
つ
き
あ
た
れ
ば
秋
め
く
海
で
た
た
へ
て
ゐ
る
」

『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
八
八
頁
）

（
三
〇
）
短
冊
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「
椿
の
落
ち
る
水
の
な
が
れ
る
」

『
草
木
塔
』

「
椿
の
お
ち
る
水
の
な
が
れ
る
」（
全
集
一
、
五
二
頁
）

（
三
一
）
屛
風
六
曲
（
色
つ
き
紙
）
・
枕
屛
風
二
曲
・
銀
い
ろ
紙
未
装
・
大
傘

「
鉄
鉢
の
中
へ
も
霰
」

『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
一
八
頁
）

（
三
二
）
表
装
（
草
木
塔
裏
表
紙
へ
の
書
き
込
み
）
・
未
表
装
（
茶
襖
紙
）
・
小
屛
風

「
て
ふ
て
ふ
う
ら
か
ら
お
も
て
へ
ひ
ら
ひ
ら
」

『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
三
〇
頁
）

（
三
三
）
表
装
短
冊

「
て
ふ
て
ふ
ひ
ら
ひ
ら
い
ら
か
を
こ
へ
た
」

『
草
木
塔
』

「
て
ふ
て
ふ
ひ
ら
ひ
ら
い
ら
か
を
こ
え
た
」（
全
集
一
、
九
七
頁
）

（
三
四
）
短
冊

「
年
と
れ
ば
ふ
る
さ
と
こ
ひ
し
つ
く
つ
く
ぼ
う
し
」

『
草
木
塔
』

「
年
と
れ
ば
故
郷
こ
ひ
し
つ
く
つ
く
ぼ
う
し
」（
全
集
一
、
一
四
頁
）

（
三
五
）
色
つ
き
紙
（
石
手
寺
和
雲
和
尚
達
磨
絵
入
り
）

「
な
が
い
毛
が
し
ら
が
」
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『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
三
〇
頁
）

（
三
六
）
短
冊

「
に
ぎ
や
か
に
柿
を
も
い
で
ゐ
る
」

『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
一
〇
一
頁
）

（
三
七
）
表
装
・
扇
子

「
飲
み
た
い
水
が
音
た
て
て
ゐ
た
」

『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
七
〇
頁
）

（
三
八
）
金
屛
風
二
曲
・
屛
風
四
曲

「
春
風
の
鉢
の
子
一
つ
」

『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
三
八
頁
）

（
三
九
）
表
装
短
冊
（
二
種
類
あ
り
）
・
枕
屛
風
二
曲
・
表
装

「
ひ
と
り
ひ
つ
そ
り
竹
の
子
竹
に
な
る
」

『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
五
七
頁
）

（
四
〇
）
短
冊

「
ひ
と
り
火
を
つ
く
る
」

『
草
木
塔
』

「
ひ
と
り
の
火
を
つ
く
る
」（
全
集
一
、
一
〇
九
頁
）

（
四
一
）
短
冊
・
屛
風
（
扇
面
色
つ
き
紙
）

「
ひ
ら
ひ
ら
蝶
は
う
た
へ
な
い
」
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『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
一
〇
〇
頁
）

（
四
二
）
短
冊
・
屛
風
四
曲

「
ぶ
ら
さ
が
つ
て
ゐ
る
烏
瓜
は
二
つ
」

『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
一
〇
頁
）

（
四
三
）
短
冊
（
二
種
類
あ
り
）
・
屛
風
四
曲
・
金
屛
風
六
曲
・
表
装
（
色
つ
き
紙
）

「
ふ
る
さ
と
は
遠
く
し
て
木
の
芽
」

『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
一
九
頁
）

（
四
四
）
表
装
短
冊
・
色
つ
き
紙
（
二
種
類
あ
り
）
・
扇
面
色
つ
き
紙
・
屛
風
四
曲

「
へ
う
へ
う
と
し
て
水
を
味
ふ
」

『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
五
頁
）

（
四
五
）
短
冊

「
へ
そ
が
汗
た
め
て
ゐ
る
」

『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
一
四
四
頁
）

（
四
六
）
表
装
短
冊
・
屛
風
四
曲

「
へ
ち
ま
ぶ
ら
り
と
地
べ
た
へ
と
ど
い
た
」

『
草
木
塔
』

「
糸
瓜
ぶ
ら
り
と
地
べ
た
へ
と
ど
い
た
」（
全
集
一
、
四
三
頁
）

（
四
七
）
表
装
短
冊

「
ほ
う
た
る
こ
い
こ
い
ふ
る
さ
と
に
き
た
」
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『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
三
三
頁
）

（
四
八
）
金
屛
風
六
曲

「
ほ
た
る
こ
い
こ
い
ふ
る
さ
と
に
き
た
」

『
草
木
塔
』

「
ほ
う
た
る
こ
い
こ
い
ふ
る
さ
と
に
き
た
」（
全
集
一
、
三
三
頁
）

（
四
九
）
表
装
短
冊
・
屛
風
四
曲
・
額
入
り
銀
紙

「
ほ
ろ
ほ
ろ
酔
う
て
木
の
葉
ふ
る
」

『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
七
頁
）

（
五
〇
）
屛
風
四
曲
・
木
魚
・
木
魚
ば
ち
・
ロ
ー
ソ
ク
立

「
松
風
に
明
け
暮
れ
の
鐘
つ
い
て
」

『
草
木
塔
』

「
松
風
に
明
け
暮
れ
の
鐘
撞
い
て
」（
全
集
一
、
三
頁
）

（
五
一
）
色
つ
き
紙
未
装
・
屛
風
（
金
色
下
地
）
・
大
傘

「
ま
つ
た
く
雲
が
な
い
笠
を
ぬ
ぎ
」

『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
一
五
頁
）

（
五
二
）
短
冊

「
も
う
枯
る
草
の
葉
の
雨
と
な
る
」

『
草
木
塔
』

「
も
う
枯
れ
る
草
の
葉
の
雨
と
な
り
」（
全
集
一
、
八
六
頁
）
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（
五
三
）
短
冊

「
柳
が
あ
つ
て
柳
屋
と
い
ふ
す
ず
し
い
風
」

『
草
木
塔
』

「
柳
が
あ
つ
て
柳
屋
と
い
ふ
涼
し
い
風
」（
全
集
一
、
六
四
頁
）

（
五
四
）
表
装
短
冊
・
小
金
屛
風
四
曲
・
竹
籠

「
柳
ち
る
そ
こ
か
ら
乞
ひ
は
じ
め
る
」

『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
六
七
頁
）

（
五
五
）
色
つ
き
紙
未
装

「
山
し
づ
か
な
れ
ば
笠
を
ぬ
ぐ
」

『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
七
一
頁
）

（
五
六
）
表
装

「
山
ふ
か
く
蕗
の
と
う
な
ら
咲
い
て
ゐ
る
」

『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
七
一
頁
）

（
五
七
）
短
冊
（
二
種
類
あ
り
）

「
雪
ふ
る
ひ
と
り
ひ
と
り
行
く
」

『
草
木
塔
』

「
雪
ふ
る
一
人
一
人
ゆ
く
」（
全
集
一
、
二
七
頁
）

（
五
八
）
表
装
短
冊

「
酔
う
て
こ
う
ろ
ぎ
と
寝
て
ゐ
た
よ
」
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『
草
木
塔
』

「
酔
う
て
こ
ほ
ろ
ぎ
と
寝
て
ゐ
た
よ
」（
全
集
一
、
一
五
頁
）

（
五
九
）
屛
風
（
扇
面
色
つ
き
紙
）

「
酔
う
て
こ
ほ
ろ
ぎ
と
寝
て
ゐ
た
よ
」

『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
一
五
頁
）

（
六
〇
）
短
冊

「
わ
か
れ
て
か
ら
の
ま
い
に
ち
雪
が
ふ
る
」

『
草
木
塔
』

「
わ
か
れ
て
か
ら
の
ま
い
に
ち
雪
ふ
る
」（
全
集
一
、
一
二
九
頁
）

（
六
一
）
表
装
短
冊
・
枕
屛
風
二
曲
・
屛
風
（
扇
面
色
つ
き
紙
）
・
金
屛
風
二
曲
・
瓢
簞

「
分
け
入
つ
て
も
分
け
入
つ
て
も
青
い
山
」

『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
四
頁
）

（
六
二
）
短
冊

「
分
け
入
れ
ば
水
音
」

『
草
木
塔
』
異
同
な
し
（
全
集
一
、
一
一
頁
）

以
上
、
護
国
寺
所
蔵
品
の
肉
筆
類
の
中
で
、
種
田
山
頭
火
句
集
『
草
木
塔
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
作
品
に
つ
い
て
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。

基
本
的
に
護
国
寺
で
作
成
さ
れ
て
い
る
目
録
に
基
づ
い
て
一
覧
を
掲
げ
た
が
、
テ
キ
ス
ト
等
と
つ
き
合
わ
せ
た
上
で
一
部
修
正
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
の
あ
る
こ
と
を
ご
諒
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。
ま
た
、
護
国
寺
所
蔵
の
山
頭
火
肉
筆
類
は
膨
大
な
数
に
及
び
、
本
稿
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で
筆
者
が
掲
げ
た
リ
ス
ト
に
は
遺
漏
が
あ
り
、
今
後
機
会
を
得
て
補
足
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。

さ
て
、
右
の
リ
ス
ト
を
概
観
し
た
上
で
、
い
く
つ
か
の
点
に
言
及
し
た
い
と
思
う
。

ま
ず
第
一
に
指
摘
し
た
い
の
は
、
山
頭
火
が
好
ん
で
何
度
も
揮
毫
し
た
自
作
品
が
い
く
つ
か
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
繰
り
返
し
山
頭
火
が

短
冊
・
屛
風
等
に
記
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
概
し
て
そ
れ
だ
け
そ
の
作
品
に
つ
い
て
の
愛
着
が
深
い
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
山
頭
火
の
自

作
に
対
す
る
意
識
を
知
る
手
が
か
り
に
な
ろ
う
。
複
数
の
肉
筆
が
確
認
で
き
る
も
の
を
拾
え
ば
、（
二
）（
七
）（
九
）（
一
二
）（
一
三
）（
一
四
）

（
一
六
）（
二
〇
）（
二
一
）（
二
二
）（
二
五
）（
二
七
）（
三
一
）（
三
二
）（
三
七
）（
三
八
）（
三
九
）（
四
一
）（
四
二
）（
四
三
）（
四
四
）（
四
六
）（
四
九
）（
五
〇
）

（
五
一
）（
五
四
）（
五
七
）（
六
一
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。（
こ
の
ほ
か
（
五
八
）（
五
九
）
も
ひ
ら
が
な
表
記
が
異
な
る
だ
け
で
あ
り
、
同
一
作
と

見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
）

こ
れ
ら
の
作
品
の
特
徴
と
し
て
は
、
や
は
り
僧
と
し
て
の
草
庵
暮
ら
し
や
行
乞
の
日
々
を
題
材
と
し
た
も
の
が
多
い
点
を
指
摘
で
き
る

で
あ
ろ
う
。「
う
し
ろ
姿
の
し
ぐ
れ
て
ゆ
く
か
」「
涸
れ
き
つ
た
川
を
渡
る
」「
法
衣
こ
ん
な
に
や
ぶ
れ
て
草
の
実
」「
鉄
鉢
の
中
へ
も
霰
」

「
春
風
の
鉢
の
子
一
つ
」「
へ
う
へ
う
と
し
て
水
を
味
ふ
」「
ほ
ろ
ほ
ろ
酔
う
て
木
の
葉
ふ
る
」「
松
風
に
明
け
暮
れ
の
鐘
つ
い
て
」「
柳
ち
る

そ
こ
か
ら
乞
ひ
は
じ
め
る
」「
分
け
入
つ
て
も
分
け
入
つ
て
も
青
い
山
」
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
僧
と
し
て
の
日
常
の
所
作
が
詠
み
込
ま
れ
る

中
で
成
立
し
て
い
る
作
品
で
あ
る
。
と
く
に
「
う
し
ろ
姿
の
し
ぐ
れ
て
ゆ
く
か
」「
分
け
入
つ
て
も
分
け
入
つ
て
も
青
い
山
」
の
二
作
品
は

山
頭
火
俳
句
の
ま
さ
に
代
表
作
と
呼
べ
る
も
の
で
あ
り
、
作
者
自
身
得
心
を
も
っ
て
短
冊
等
へ
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、

「
分
け
入
つ
て
も
分
け
入
つ
て
も
青
い
山
」「
涸
れ
き
つ
た
川
を
渡
る
」「
松
風
に
明
け
暮
れ
の
鐘
つ
い
て
」「
柳
ち
る
そ
こ
か
ら
乞
ひ
は
じ

め
る
」
な
ど
、
分
け
入
る
、
川
を
渡
る
、
鐘
を
つ
く
、
乞
い
は
じ
め
る
と
い
う
仏
僧
と
し
て
の
能
動
的
な
所
作
を
表
現
し
た
作
が
多
く
揮

毫
さ
れ
て
い
る
の
も
特
徴
で
あ
ろ
う
。
単
に
自
然
観
照
に
と
ど
ま
ら
な
い
僧
と
し
て
の
ふ
る
ま
い
に
山
頭
火
自
ら
の
境
涯
の
定
位
が
認
め

ら
れ
る
と
も
言
え
よ
う
か
。
そ
う
し
た
句
に
山
頭
火
自
身
の
思
い
が
深
く
込
め
ら
れ
、
繰
り
返
し
揮
毫
す
る
こ
と
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

前
掲
の
リ
ス
ト
を
眺
め
て
第
二
に
注
目
し
た
い
の
は
、
や
は
り
ふ
る
さ
と
を
詠
ん
だ
句
が
比
較
的
多
く
揮
毫
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
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生
れ
た
家
は
あ
と
か
た
な
い
ほ
う
た
る

か
す
ん
で
か
さ
な
つ
て
山
が
ふ
る
さ
と

年
と
れ
ば
ふ
る
さ
と
こ
ひ
し
つ
く
つ
く
ぼ
う
し

ふ
る
さ
と
は
遠
く
し
て
木
の
芽

ほ
う
た
る
こ
い
こ
い
ふ
る
さ
と
に
き
た

山
頭
火
の
郷
里
へ
の
意
識
に
格
別
の
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
多
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
こ
で

あ
ら
た
め
て
触
れ
る
こ
と
は
控
え
る
が
、
山
口
県
防
府
に
生
ま
れ
、
や
が
て
母
や
弟
の
自
殺
、
種
田
家
の
破
産
、
妻
と
の
離
縁
な
ど
暗
転

す
る
境
涯
の
中
で
、
郷
里
へ
の
想
い
に
は
錯
雑
を
秘
め
た
も
の
が
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
境
涯
に
あ
っ
て
郷
里
を
詠
ん
だ

肉
筆
類
が
同
じ
防
府
の
護
国
寺
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
も
、
お
の
ず
か
ら
山
頭
火
と
郷
里
の
結
び
つ
き
を
暗
示
す
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

第
三
に
注
目
し
た
い
の
は
、
や
は
り
山
頭
火
俳
句
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
切
れ
味
の
よ
く
独
特
な
嘱
目
詠
が
い
く
つ
か
揮
毫
さ
れ
て
い

る
点
で
あ
る
。

う
ご
い
て
み
の
む
し
だ
つ
た
よ

炎
天
レ
ー
ル
ま
つ
す
ぐ

て
ふ
て
ふ
う
ら
か
ら
お
も
て
へ
ひ
ら
ひ
ら

ぶ
ら
さ
が
つ
て
ゐ
る
烏
瓜
は
二
つ

へ
そ
が
汗
た
め
て
ゐ
る
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分
け
入
れ
ば
水
音

こ
う
し
た
読
者
の
不
意
を
衝
き
つ
つ
、
ご
く
短
い
句
の
中
に
鮮
明
な
写
像
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
手
法
は
、
山
頭
火
独
特
の
世
界
で
あ

り
、
山
頭
火
自
身
に
と
っ
て
も
あ
る
意
味
で
は
得
心
の
ゆ
く
作
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

以
上
、
護
国
寺
所
蔵
肉
筆
類
の
特
色
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
指
摘
す
べ
き
点
も
あ
る
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、
小
稿
で
は
と
り
あ
え
ず
如

上
の
点
を
お
さ
え
て
お
き
た
い
。

さ
て
、
次
に
問
題
と
し
た
い
の
は
、
護
国
寺
所
蔵
の
肉
筆
類
と
山
頭
火
句
集
『
草
木
塔
』
所
収
作
品
と
の
比
較
で
あ
る
。
前
掲
の
所
蔵

リ
ス
ト
を
見
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
所
蔵
作
品
の
大
半
は
『
草
木
塔
』
所
収
作
品
と
の
間
に
異
同
は
見
ら
れ
な
い
が
、
数
例
異
同
の

見
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
、
次
章
で
は
そ
の
対
比
と
考
察
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

四
、
護
国
寺
所
蔵
作
品
と
『
草
木
塔
』
所
収
作
品
の
異
同
に
つ
い
て

前
章
で
示
し
た
護
国
寺
所
蔵
作
品
リ
ス
ト
か
ら
、
句
集
『
草
木
塔
』
と
の
間
に
異
同
の
見
ら
れ
る
の
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

（
便
宜
上
、
前
章
の
リ
ス
ト
と
重
複
す
る
が
、『
草
木
塔
』
所
収
句
も
並
べ
た
形
で
掲
げ
る
。）

①
漢
字
・
ひ
ら
が
な
表
記
の
変
更
に
関
す
る
も
の

（
七
）「
う
し
ろ
姿
の
し
ぐ
れ
て
ゆ
く
か
」（
草
木
塔
「
う
し
ろ
す
が
た
の
し
ぐ
れ
て
ゆ
く
か
」）

（
八
）「
生
れ
た
家
は
あ
と
か
た
な
い
ほ
う
た
る
」（
草
木
塔
「
う
ま
れ
た
家
は
あ
と
か
た
も
な
い
ほ
う
た
る
」）

（
一
一
）「
落
葉
ふ
か
く
水
く
め
ば
水
の
澄
み
よ
う
」（
草
木
塔
「
落
葉
ふ
か
く
水
汲
め
ば
水
の
澄
み
や
う
」）

（
一
五
）「
涸
れ
き
つ
た
川
を
わ
た
る
」（
草
木
塔
「
涸
れ
き
つ
た
川
を
渡
る
」）
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（
二
一
）「
こ
ほ
ろ
ぎ
に
な
か
れ
て
ば
か
り
」（
草
木
塔
「
こ
ほ
ろ
ぎ
に
鳴
か
れ
て
ば
か
り
」）

（
三
〇
）「
椿
の
落
ち
る
水
の
な
が
れ
る
」（
草
木
塔
「
椿
の
お
ち
る
水
の
な
が
れ
る
」）

（
三
四
）「
年
と
れ
ば
ふ
る
さ
と
こ
ひ
し
つ
く
つ
く
ぼ
う
し
」（
草
木
塔
「
年
と
れ
ば
故
郷
こ
ひ
し
つ
く
つ
く
ぼ
う
し
」）

（
四
六
）「
へ
ち
ま
ぶ
ら
り
と
地
べ
た
へ
と
ど
い
た
」（
草
木
塔
「
糸
瓜
ぶ
ら
り
と
地
べ
た
へ
と
ど
い
た
」）

（
五
〇
）「
松
風
に
明
け
暮
れ
の
鐘
つ
い
て
」（
草
木
塔
「
松
風
に
明
け
暮
れ
の
鐘
撞
い
て
」）

（
五
三
）「
柳
が
あ
つ
て
柳
屋
と
い
ふ
す
ず
し
い
風
」（
草
木
塔
「
柳
が
あ
つ
て
柳
屋
と
い
ふ
涼
し
い
風
」）

（
五
七
）「
雪
ふ
る
ひ
と
り
ひ
と
り
行
く
」（
草
木
塔
「
雪
ふ
る
一
人
一
人
ゆ
く
」）

②
旧
漢
字
・
新
漢
字
の
異
同
に
関
す
る
も
の

（
二
二
）「
法
衣
こ
ん
な
に
や
ぶ
れ
て
草
の
実
」（
草
木
塔
「
法
衣
こ
ん
な
に
や
ぶ
れ
て
草
の
實
」）

③
仮
名
遣
い
に
関
す
る
も
の

（
一
一
）「
落
葉
ふ
か
く
水
く
め
ば
水
の
澄
み
よ
う
」（
①
で
も
既
出
、
草
木
塔
「
落
葉
ふ
か
く
水
汲
め
ば
水
の
澄
み
や
う
」）

（
三
三
）「
て
ふ
て
ふ
ひ
ら
ひ
ら
い
ら
か
を
こ
へ
た
」（
草
木
塔
「
て
ふ
て
ふ
ひ
ら
ひ
ら
い
ら
か
を
こ
え
た
」）

（
五
八
）「
酔
う
て
こ
う
ろ
ぎ
と
寝
て
ゐ
た
よ
」（
草
木
塔
「
酔
う
て
こ
ほ
ろ
ぎ
と
寝
て
ゐ
た
よ
」）

④
本
文
の
改
変
が
見
ら
れ
る
も
の

（
八
）「
生
れ
た
家
は
あ
と
か
た
な
い
ほ
う
た
る
」（
①
で
も
既
出
、
草
木
塔
「
う
ま
れ
た
家
は
あ
と
か
た
も
な
い
ほ
う
た
る
」）

（
一
〇
）「
炎
天
レ
ー
ル
ま
つ
す
ぐ
」（
草
木
塔
「
炎
天
の
レ
ー
ル
ま
つ
す
ぐ
」）

（
二
七
）「
旅
か
ら
旅
へ
ま
た
一
枚
ぬ
ぎ
す
て
る
」（
草
木
塔
「
ま
た
一
枚
ぬ
ぎ
す
て
る
旅
か
ら
旅
」）

（
四
〇
）「
ひ
と
り
火
を
つ
く
る
」（
草
木
塔
「
ひ
と
り
の
火
を
つ
く
る
」）

（
四
八
）「
ほ
た
る
こ
い
こ
い
ふ
る
さ
と
に
き
た
」
草
木
塔
「
ほ
う
た
る
こ
い
こ
い
ふ
る
さ
と
に
き
た
」）
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（
五
二
）「
も
う
枯
る
草
の
葉
の
雨
と
な
る
」（
草
木
塔
「
も
う
枯
れ
る
草
の
葉
の
雨
と
な
り
」）

（
六
〇
）「
わ
か
れ
て
か
ら
の
ま
い
に
ち
雪
が
ふ
る
」（
草
木
塔
「
わ
か
れ
て
か
ら
の
ま
い
に
ち
雪
ふ
る
」）

こ
れ
ら
の
う
ち
、
作
品
の
内
容
に
か
か
わ
る
問
題
を
は
ら
む
の
は
④
で
示
し
た
七
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
一
応
①
〜

③
に
つ
い
て
も
論
及
し
て
お
き
た
い
。

①
に
掲
げ
た
十
一
作
品
は
、
漢
字
・
ひ
ら
が
な
表
記
の
変
更
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
き
わ
め
て
短
い
詩
型
で
あ
る
俳
句
に
お
い
て
、

そ
の
表
記
の
変
更
も
決
し
て
小
さ
い
問
題
で
は
な
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
自
体
は
重
大
な
変
更
と
は
言
い
切
れ
な

い
場
合
も
あ
ろ
う
。
例
示
す
れ
ば
、
護
国
寺
所
蔵
品
の
「
涸
れ
き
つ
た
川
を
わ
た
る
」
の
「
わ
た
る
」
が
『
草
木
塔
』
で
「
渡
る
」
と
な

っ
て
い
る
点
や
、
同
じ
く
所
蔵
品
の
「
松
風
に
明
け
暮
れ
の
鐘
つ
い
て
」
が
『
草
木
塔
』
で
「
撞
い
て
」
と
な
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
過

大
に
取
り
上
げ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
躊
躇
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
し
か
し
、
山
頭
火
の
生
涯
の
代
表
作
と
も
言
う
べ
き
「
う
し
ろ
す
が

た
の
し
ぐ
れ
て
ゆ
く
か
」
に
お
い
て
そ
の
変
更
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
や
は
り
看
過
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
前
掲
の
よ
う
に
、
句
集
『
草

木
塔
』
に
お
い
て
、
山
頭
火
は
す
べ
て
ひ
ら
が
な
表
記
に
し
て
い
る
。
こ
の
句
は
、
昭
和
六
年
十
二
月
三
十
一
日
の
日
記
（
全
集
第
二
巻
所

収
）
に
出
て
く
る
。「
十
二
月
卅
一
日　

快
晴
、
飯
塚
町
行
乞
、
往
復
四
里
、
宿
は
同
前
（
論
者
注
―
長
尾
駅
前
後
藤
屋
）」
と
あ
り
、
大
晦
日

の
「
お
だ
や
か
に
沈
み
ゆ
く
太
陽
を
見
送
り
な
が
ら
」
合
掌
す
る
。
そ
し
て
「
私
の
一
生
は
終
つ
た
の
だ
、
さ
う
だ
来
年
か
ら
は
新
ら
し

い
人
間
と
し
て
新
ら
し
い
生
活
を
初
め
る
の
で
あ
る
。」
と
記
し
た
の
ち
、
俳
句
作
品
が
二
十
二
句
書
き
連
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
ほ
ど

に
、
こ
の
句
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、
便
宜
上
前
後
の
句
も
含
め
て
引
い
て
み
る
。

　
　

熊
本
県
界

こ
ゝ
か
ら
は
筑
紫
路
の
枯
草
山
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自
嘲

う
し
ろ
姿
の
し
ぐ
れ
て
ゆ
く
か

　
　

太
宰
府
三
句

し
ぐ
れ
て
反
橋
二
つ
渡
る
〔
削
除
の
印
あ
り
〕

右
近
の
橋
の
実
の
し
ぐ
る
ゝ
や

大
樟
も
私
も
犬
も
し
ぐ
れ
つ
ゝ

こ
の
よ
う
に
、
日
記
に
お
い
て
は
、「
し
ぐ
れ
て
」「
し
ぐ
る
ゝ
」「
し
ぐ
れ
つ
ゝ
」
の
よ
う
に
同
様
な
表
現
が
近
接
し
て
い
る
。「
し
ぐ

れ
る
」
と
い
う
表
現
が
示
す
閑
寂
な
情
調
に
触
発
さ
れ
て
句
が
連
な
っ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
段
階
で
は
「
う
し
ろ
姿
」
と

漢
字
表
記
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
句
集
『
草
木
塔
』
に
お
い
て
は
、「
う
し
ろ
す
が
た
」
と
ひ
ら
が
な
表
記
が
用
い
ら
れ
、
句
全

体
が
す
べ
て
ひ
ら
が
な
表
記
の
、
柔
ら
か
な
視
覚
的
印
象
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
そ
し
て
、『
草
木
塔
』
に
お
い
て
は
、
日
記
に
あ
っ
た

「
し
ぐ
れ
る
」
表
現
を
用
い
た
句
が
す
べ
て
不
掲
載
で
あ
り
、「
う
し
ろ
す
が
た
の
し
ぐ
れ
て
ゆ
く
か
」
の
句
が
独
立
し
て
い
る
。
そ
う
し

た
事
情
の
中
で
、
こ
の
句
が
す
べ
て
ひ
ら
が
な
表
記
に
な
っ
て
い
る
点
を
考
え
れ
ば
、
読
み
手
の
読
み
の
テ
ン
ポ
が
緩
徐
の
傾
き
を
帯
び
、

読
者
に
句
の
意
味
内
容
を
深
く
沁
み
込
ま
せ
よ
う
と
す
る
工
夫
の
一
つ
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
に
②
③
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
作
品
の
内
容
や
本
質
に
か
か
わ
る
も
の
と
は
言
い
切
れ
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
相
違
点
が
あ
る
と
い

う
事
実
の
み
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

最
後
に
④
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
出
て
く
る
七
例
は
助
詞
の
加
除
や
倒
置
、
動
詞
の
活
用
形
、
名
詞
の
異
同
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。

短
詩
型
文
学
に
お
い
て
は
や
は
り
重
要
な
変
更
で
あ
り
、
以
下
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

第
一
に
、
護
国
寺
所
蔵
の
短
冊
（
表
装
）
の
「
生
れ
た
家
は
あ
と
か
た
な
い
ほ
う
た
る
」（
写
真
Ａ
）
に
つ
い
て
で
あ
る
。『
草
木
塔
』
で
は
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「
う
ま
れ
た
家
は
あ
と
か
た
も
な
い
ほ
う
た
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
漢
字
・
仮
名
表
記
の
違
い
も
あ
る
が
、
ポ
イ
ン
ト
は
「
あ
と
か
た
な

い
」
で
あ
ろ
う
。『
草
木
塔
』
の
「
あ
と
か
た
も
な
い
」
と
音
数
が
異
な
り
、
や
や
簡
素
な
調
べ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
短
冊

に
記
す
際
の
単
な
る
脱
落
と
見
な
す
こ
と
も
可
能
性
と
し
て
は
あ
ろ
う
が
、
ま
た
調
べ
の
上
の
一
工
夫
と
と
る
こ
と
も
で
き
な
く
は
な
い
。

写
真
Ａ

第
二
に
、
護
国
寺
所
蔵
短
冊
「
炎
天
レ
ー
ル
ま
つ
す
ぐ
」（
写
真
Ｂ
）
に
つ
い
て
で
あ
る
。
先
に
示
し
た
よ
う
に
『
草
木
塔
』
で
は
「
炎

天
の
レ
ー
ル
ま
つ
す
ぐ
」
と
な
っ
て
い
る
。
ど
ち
ら
の
制
作
が
時
間
的
に
先
行
す
る
か
は
断
じ
が
た
い
が
、
こ
の
二
作
品
の
違
い
に
は
看

過
で
き
な
い
も
の
が
あ
ろ
う
。（
な
お
、『
山
頭
火
全
句
集
』（
村
上
護
責
任
編
集
、
平
成
十
四
年
十
二
月
十
日
、
春
陽
堂
書
店
）
に
は
、
昭
和
九
年

日
記
（
八
〜
九
月
）
に
「
炎
天
の
レ
ー
ル
ま
つ
す
ぐ
に
」
が
あ
る
。）

護
国
寺
所
蔵
短
冊
に
記
さ
れ
た
「
炎
天
レ
ー
ル
ま
つ
す
ぐ
」
は
、
助
詞
が
す
べ
て
省
か
れ
、
き
わ
め
て
簡
潔
な
、
直
線
的
な
調
べ
を
も

つ
句
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
『
草
木
塔
』
所
収
句
で
は
、「
炎
天
の
」
と
助
詞
を
補
っ
て
一
句
の
調
べ
が
や
や
ゆ
と
り
を
帯
び
て

い
る
。「
炎
天
レ
ー
ル
ま
つ
す
ぐ
」
は
簡
潔
だ
が
あ
ま
り
に
も
即
物
的
な
一
本
調
子
の
と
こ
ろ
が
あ
り
、
一
代
句
集
『
草
木
塔
』
に
お
い
て

は
「
炎
天
の
レ
ー
ル
ま
つ
す
ぐ
」
を
定
稿
と
し
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
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写
真
Ｂ

第
三
に
、
護
国
寺
所
蔵
の
短
冊
・
藁
草
履
に
記
さ
れ
た
「
旅
か
ら
旅
へ
ま
た
一
枚
ぬ
ぎ
す
て
る
」（
写
真
Ｃ
）
の
句
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ

れ
が
『
草
木
塔
』
で
は
「
ま
た
一
枚
ぬ
ぎ
す
て
る
旅
か
ら
旅
」
と
な
っ
て
い
る
。
両
句
は
ほ
ぼ
倒
置
の
関
係
に
な
っ
て
い
る
が
、
後
者
が

「
旅
か
ら
旅
」
と
い
う
よ
う
に
「
へ
」
の
助
詞
が
無
い
の
が
微
妙
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
両
者
の
作
品
質
の
検
討
に
は
む
ず
か
し
い
と
こ
ろ
が

あ
る
が
、
護
国
寺
所
蔵
句
の
「
旅
か
ら
旅
へ
ま
た
一
枚
ぬ
ぎ
す
て
る
」
の
方
が
、
自
然
な
事
象
の
順
序
に
従
っ
て
い
て
無
理
が
な
く
、
そ

れ
な
り
の
情
感
は
出
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
『
草
木
塔
』
所
収
句
の
「
ま
た
一
枚
ぬ
ぎ
す
て
る
旅
か
ら
旅
」
は
、
句

の
お
さ
め
方
が
「
旅
か
ら
旅
」
と
名
詞
止
め
に
な
っ
て
お
り
、
助
詞
が
削
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
若
干
そ
の
調
べ
に
お
い
て
余
韻
が

薄
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
感
が
あ
る
。
た
だ
護
国
寺
所
蔵
句
の
よ
う
な
平
叙
と
な
る
こ
と
を
避
け
て
『
草
木
塔
』
所
収
句
の
よ
う
な
形
を

と
っ
た
の
か
と
も
推
察
さ
れ
る
。
と
も
か
く
も
両
句
の
表
現
の
適
否
の
判
断
は
む
ず
か
し
く
、
本
稿
で
は
一
応
そ
の
判
断
は
さ
し
控
え
、

両
句
の
表
現
を
め
ぐ
る
特
色
の
違
い
に
言
及
す
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。
な
お
、『
山
頭
火
全
句
集
』
に
よ
れ
ば
、「
旅
か
ら
旅
へ
」
で

は
じ
ま
る
句
に
は
、「
旅
か
ら
旅
へ
山
山
の
雪
」（
昭
和
六
年
十
二
月
三
十
一
日
日
記
）「
旅
か
ら
旅
へ
河
鹿
も
連
れ
て
」（
昭
和
七
年
六
月
四
日
日

記
）
な
ど
が
あ
る
。
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写
真
Ｃ

第
四
に
、
護
国
寺
所
蔵
の
短
冊
「
ひ
と
り
火
を
つ
く
る
」（
写
真
Ｄ
）
の
句
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
句
は
句
集
『
草
木
塔
』
で
は
「
ひ

と
り
の
火
を
つ
く
る
」
と
な
っ
て
い
る
。（『
山
頭
火
全
句
集
』
で
は
昭
和
十
一
年
の
項
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。）
こ
の
よ
う
に
基
本
的
に
は
「
ひ

と
り
の
火
を
つ
く
る
」
を
定
稿
と
見
な
し
て
よ
い
よ
う
に
推
測
さ
れ
、
そ
の
意
味
で
護
国
寺
所
蔵
の
短
冊
「
ひ
と
り
火
を
つ
く
る
」
は
特

別
な
印
象
が
あ
る
。

写
真
Ｄ

こ
の
句
は
、
草
庵
生
活
の
中
で
、
ひ
と
り
煮
炊
き
や
暖
を
と
る
た
め
の
火
を
お
こ
す
さ
ま
を
詠
ん
だ
作
と
解
釈
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ

の
孤
寂
な
境
涯
を
極
限
化
さ
れ
た
短
文
で
一
言
呟
く
よ
う
に
吐
露
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
同
様
に
草
庵
で
一
人
火
を
お
こ
す
さ
ま
を
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題
材
と
し
た
作
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。『
山
頭
火
全
句
集
』
よ
り
引
く
。

ひ
と
り
の
火
を
お
こ
す
（
三
八
九
集
2
、
日
記
二
月
五
日
、
書
簡
二
月
十
二
日
、
昭
和
六
年
）

ひ
と
り
の
火
の
燃
え
さ
か
り
ゆ
く
を
（
草
木
塔
、
昭
和
七
年
）

ひ
と
り
の
火
が
よ
う
燃
え
ま
す
（
日
記
十
月
二
十
六
日
、
昭
和
七
年
）

ひ
と
り
で
朝
か
ら
け
ぶ
ら
し
て
ゐ
る
、
冬
（
日
記
十
一
月
十
七
日
、
昭
和
九
年
）

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、「
ひ
と
り
の
火
を
つ
く
る
」
の
句
は
、
こ
う
し
た
孤
独
な
草
庵
に
火
を
お
こ
す
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
詠
み
つ

づ
け
て
い
っ
た
中
で
の
、
あ
る
意
味
で
到
達
点
に
至
り
つ
い
た
作
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
の
作
品
を
山
頭
火
は
護
国
寺
所
蔵
の
短
冊
で
は
「
ひ
と
り
火
を
つ
く
る
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
れ
ば
よ
い
の

で
あ
ろ
う
か
。
可
能
性
の
一
つ
と
し
て
、
短
冊
に
揮
毫
し
た
際
の
単
純
な
助
詞
の
脱
落
と
見
な
す
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ
と
は
別

に
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
意
識
し
て
そ
の
よ
う
に
揮
毫
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
、
後
者
の
観
点
に
立
っ
た
場
合
の
句

の
特
色
の
違
い
に
以
下
触
れ
て
お
き
た
い
。

句
集
『
草
木
塔
』
所
収
の
「
ひ
と
り
の
火
を
つ
く
る
」
と
護
国
寺
所
蔵
の
「
ひ
と
り
火
を
つ
く
る
」
は
、
決
定
的
と
も
言
え
る
違
い
が

認
め
ら
れ
る
。
同
じ
「
ひ
と
り
」
の
語
で
あ
る
が
、
文
法
的
に
用
法
が
異
な
っ
て
い
る
。『
草
木
塔
』
所
収
句
で
は
、「
ひ
と
り
の
火
」
と

い
う
と
こ
ろ
に
、
お
の
ず
と
山
頭
火
と
お
こ
さ
れ
た
火
、
周
り
の
草
庵
が
一
つ
の
風
景
と
し
て
浮
か
び
あ
が
る
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
。「
ひ
と
り
の
火
」
と
い
う
い
わ
ば
空
間
の
芯
の
部
分
を
詠
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
山
頭
火
の
暮
ら
す
草
庵
の
内
部
が
鮮
明
な
イ
メ
ー
ジ

と
し
て
た
ち
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
護
国
寺
所
蔵
の
「
ひ
と
り
火
を
つ
く
る
」
で
は
、
火
を
つ
く
る
動
作
そ
の
も

の
に
重
点
が
あ
り
、
あ
る
意
味
で
シ
ン
プ
ル
な
表
白
と
な
っ
て
い
る
。
句
の
評
価
か
ら
言
え
ば
、
や
は
り
『
草
木
塔
』
所
収
句
の
「
ひ
と
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り
の
火
を
つ
く
る
」
の
方
が
視
覚
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
鮮
明
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
一
方
で
、
護
国
寺
所
蔵
句
の

「
ひ
と
り
火
を
つ
く
る
」
は
、
草
庵
で
の
所
作
を
お
の
ず
と
吐
露
し
た
、
い
わ
ば
極
限
ま
で
単
純
化
さ
せ
た
表
現
で
あ
り
、
そ
こ
に
山
頭
火

の
作
句
の
姿
勢
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

な
お
、
山
頭
火
の
「
火
」
へ
の
想
い
を
つ
づ
っ
た
日
記
の
一
節
が
あ
り
、
次
に
引
い
て
お
く
。
昭
和
十
一
年
十
月
十
三
日
の
日
記
の
一

節
で
あ
る
（
全
集
第
四
巻
所
収
）
。

火
！

毎
朝
、
起
き
る
と
す
ぐ
竈
の
下
を
焚
き
つ
け
る
、
ち
ろ
ち
ろ
と
燃
え
る
、
燃
え
あ
が
る
。

う
つ
く
し
い
、
あ
り
が
た
い
。

火0

の
尊
厳
美

0

0

0

0

を
た
た
ふ
。

（
一
行
空
き
）

天
地
悠
久
を
感
じ
る
。

自
然
の
恩
寵
を
感
じ
る
。

万
物
の
流
転
を
感
じ
る
。

感0

じ
る
こ
と
は
事
実
だ

0

0

0

0

0

0

0

0

。

一
脈
掲
出
句
と
の
意
味
上
の
連
関
を
想
像
さ
せ
る
。
直
接
的
に
作
句
の
契
機
に
な
っ
て
い
る
か
は
断
定
で
き
な
い
が
、『
山
頭
火
全
句

集
』
所
収
の
『
草
木
塔
』
で
も
「
ひ
と
り
の
火
を
つ
く
る
」
は
昭
和
十
一
年
の
項
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
掲
出
の
日
記
と
時
期
的
に
も
近

接
し
て
お
り
、
あ
る
程
度
直
接
的
な
連
関
を
考
慮
し
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
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第
五
に
、
護
国
寺
所
蔵
金
屛
風
に
記
さ
れ
た
「
ほ
た
る
こ
い
こ
い
ふ
る
さ
と
に
き
た
」（
写
真
Ｅ
）
に
つ
い
て
で
あ
る
。『
草
木
塔
』
で
は

「
ほ
う
た
る
こ
い
こ
い
ふ
る
さ
と
に
き
た
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
書
写
の
際
の
単
な
る
脱
落
と
見
な
す
こ
と
も
可
能
で
は
あ
る
が
、
一

句
の
冒
頭
の
部
分
だ
け
に
む
し
ろ
意
識
的
に
「
ほ
た
る
」
と
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。『
草
木
塔
』
所
収
句
の
方
が
、
一
句
の
調
べ
に
も
ふ

く
ら
み
が
あ
り
、「
ほ
た
る
こ
い
こ
い
」
で
は
や
は
り
簡
素
な
叙
事
に
過
ぎ
る
感
が
あ
る
。
山
頭
火
は
し
ば
し
ば
「
ほ
う
た
る
」
と
い
う
表

現
を
俳
句
に
用
い
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
書
写
上
の
脱
落
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

写
真
Ｅ

第
六
に
、
護
国
寺
所
蔵
の
短
冊
「
も
う
枯
る
草
の
葉
の
雨
と
な
る
」（
写
真
Ｆ
）
に
つ
い
て
で
あ
る
。『
草
木
塔
』
で
は
、「
も
う
枯
れ
る
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草
の
葉
の
雨
と
な
り
」
と
な
っ
て
お
り
、
末
尾
の
表
現
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。
前
者
は
「
雨
と
な
る
」
と
終
止
形
で
あ
る
の
に
対
し
、
後

者
で
は
「
雨
と
な
り
」
と
連
用
形
で
止
め
、
言
い
さ
し
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
『
山
頭
火
全
句
集
』
に
徴
す
る
と
、
昭
和
十
年
九

月
四
日
の
日
記
に
「
も
う
枯
れ
る
草
の
葉
の
雨
と
な
り
」
の
句
が
見
ら
れ
る
。

さ
て
、
護
国
寺
所
蔵
句
と
『
草
木
塔
』
所
収
句
の
表
現
の
違
い
で
あ
る
が
、
前
者
で
は
「
雨
と
な
る
」
と
終
止
形
を
と
っ
て
い
る
こ
と

に
よ
り
、
一
句
の
世
界
が
ま
と
ま
っ
た
表
象
と
し
て
縁
ど
ら
れ
た
印
象
が
あ
り
、
そ
れ
な
り
の
作
品
質
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
が
、
あ
え
て

言
え
ば
、
句
の
前
半
の
「
枯
る
」
と
末
尾
の
「
雨
と
な
る
」
が
同
じ
「
る
」
の
音
を
重
ね
て
お
り
、
や
や
調
べ
に
く
ど
い
感
が
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
に
対
し
て
、
後
者
の
『
草
木
塔
』
所
収
句
で
は
「
雨
と
な
り
」
と
連
用
形
止
め
を
用
い
て
言
い
さ
し
た
余
韻
が
生
じ
て
お
り
、
句
全

体
に
繊
細
さ
が
揺
曳
し
て
い
る
。『
草
木
塔
』
所
収
句
に
工
夫
の
跡
が
認
め
ら
れ
る
と
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

写
真
Ｆ

第
七
に
、
護
国
寺
所
蔵
の
短
冊
「
わ
か
れ
て
か
ら
の
ま
い
に
ち
雪
が
ふ
る
」（
写
真
Ｇ
）
に
つ
い
て
で
あ
る
。
句
集
『
草
木
塔
』
で
は
、

「
わ
か
れ
て
か
ら
の
ま
い
に
ち
雪
ふ
る
」
と
な
っ
て
い
る
。（『
山
頭
火
全
句
集
』
で
は
昭
和
十
三
年
の
項
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。）
両
者
に
は
助
詞

の
有
無
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。
微
妙
な
違
い
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
短
詩
型
文
学
に
お
い
て
は
、
そ
の
リ
ズ
ム
に
も
違
い
が
生
じ
、
決
し

て
小
さ
な
問
題
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。「
雪
が
ふ
る
」
を
「
雪
ふ
る
」
に
改
め
た
と
こ
ろ
に
は
、
お
そ
ら
く
リ
ズ
ム
へ
の
配
慮
が
あ
っ
た
と
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見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
護
国
寺
所
蔵
短
冊
の
「
わ
か
れ
て
か
ら
の
ま
い
に
ち
雪
が
ふ
る
」
の
方
が
ゆ
っ
た
り
と
し
た
調
べ
で
あ
り
、
雪
の

降
る
情
調
を
味
わ
う
に
は
適
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
は
や
や
散
文
的
に
な
っ
て
い
る
感
も
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て

『
草
木
塔
』
所
収
の
「
わ
か
れ
て
か
ら
の
ま
い
に
ち
雪
ふ
る
」
の
方
は
助
詞
「
が
」
を
省
き
速
や
か
な
調
べ
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
句
の
前

半
の
「
わ
か
れ
て
か
ら
の
ま
い
に
ち
」
が
や
や
説
明
的
な
の
で
、「
が
」
の
省
略
に
よ
っ
て
句
全
体
の
調
べ
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
と
見
な

せ
る
で
あ
ろ
う

写
真
Ｇ

以
上
、
護
国
寺
所
蔵
品
と
句
集
『
草
木
塔
』
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

結
漂
泊
・
放
浪
の
俳
人
と
い
わ
れ
る
種
田
山
頭
火
の
残
し
た
俳
句
作
品
は
、『
山
頭
火
全
句
集
』
に
明
ら
か
な
よ
う
に
膨
大
な
数
に
の
ぼ
る
。

ま
た
、
山
頭
火
が
折
々
に
揮
毫
し
た
短
冊
・
屛
風
類
も
数
多
い
。
そ
の
肉
筆
類
が
防
府
市
の
摩
尼
山
護
国
寺
に
多
数
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の

だ
が
、
見
て
き
た
よ
う
に
そ
の
肉
筆
類
の
中
に
は
山
頭
火
の
一
代
句
集
『
草
木
塔
』
の
本
文
と
微
妙
に
異
な
る
も
の
も
い
く
つ
か
存
在
す

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
大
き
く
分
け
て
、
①
漢
字
・
ひ
ら
が
な
表
記
の
変
更
に
関
す
る
も
の
、
②
旧
漢
字
・
新
漢
字
の
異
同
に
関
す
る
も
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の
、
③
仮
名
遣
い
に
関
す
る
も
の
、
④
本
文
の
改
変
が
見
ら
れ
る
も
の
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
が
、
中
で
も
④
は
重
要
で
あ
る
。
護
国
寺
所

蔵
の
「
生
れ
た
家
は
あ
と
か
た
な
い
ほ
う
た
る
」「
炎
天
レ
ー
ル
ま
つ
す
ぐ
」「
旅
か
ら
旅
へ
ま
た
一
枚
ぬ
ぎ
す
て
る
」「
ひ
と
り
火
を
つ
く

る
」「
ほ
た
る
こ
い
こ
い
ふ
る
さ
と
に
き
た
」「
も
う
枯
る
草
の
葉
の
雨
と
な
る
」「
わ
か
れ
て
か
ら
の
ま
い
に
ち
雪
が
ふ
る
」
の
七
作
品
は
、

い
ず
れ
も
句
集
『
草
木
塔
』
の
本
文
と
表
記
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
細
部
の
異
同
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
短
詩
型
文
学
に
お
い
て

は
決
し
て
小
さ
な
異
同
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
創
作
意
図
が
存
し
た
か
は
追
究
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
異

同
を
め
ぐ
っ
て
の
時
間
的
な
前
後
関
係
を
含
め
、
考
慮
す
べ
き
課
題
は
い
く
つ
か
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
摩
尼
山
護
国
寺
所
蔵
の
肉
筆
類
と
句
集
『
草
木
塔
』
と
の
か
か
わ
り
に
限
定
し
て
考
察
を
加
え
た
が
、
護
国
寺
に
は
、
山

頭
火
写
真
や
、『
草
木
塔
』
未
収
録
の
肉
筆
類
、
書
簡
、
加
え
て
俳
句
文
書
箱
・
経
机
・
煙
草
入
れ
及
び
キ
セ
ル
入
れ
・
弁
当
箱
を
は
じ
め

種
々
の
日
常
の
品
な
ど
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
護
国
寺
境
内
に
山
頭
火
句
碑
も
建
立
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
重
要
な
研
究
課
題
で
あ
る
が
、
そ
の
探
究
は
今
後
に
俟
つ
こ
と
に
し
た
い
。

〈
付
記
〉
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
摩
尼
山
護
国
寺
（
山
口
県
防
府
市
）
作
成
の
所
蔵
目
録
の
閲
覧
と
活
用
、
所
蔵
品
の
閲
覧
並
び
に
写

真
掲
載
の
ご
許
可
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
直
接
に
数
々
の
御
教
示
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
、
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

後
注

（
1
）「
こ
こ
」
と
は
、
右
田
佐
野
。

（
2
）「
右
田
」
は
誤
り
で
、
本
橋
が
正
し
い
。
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（
3
）
平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
六
月
下
旬
に
春
陽
堂
書
店
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
、
春
陽
堂
書
店
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
や
ま
だ　

よ
し
ろ
う
・
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
兼
任
研
究
員
）

（
は
し
も
と　

ひ
ろ
み
ち
・
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
所
長
）


